
■ コインセル治具により簡便な材料スクリーニングに最適

■ 90 mm× 60 mmのラミネートセルにも対応

■ 1~4チャンネルから選択できご予算に合わせた提案が可能

■ ポテンショスタットと併せて充放電時の膨張挙動をin situ測定

■ in situセル膨張測定装置SWEシリーズに比べて

 高確度な厚み変位測定により 充放電1サイクル中の

  厚み変位の差を測定可能（裏面参照）

■ 4つの測定モードを搭載（右図）
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電池材料評価の新定番

高精度セル膨張測定システム

RSSシリーズ

型番 RSS1300-1 RSS1300-4 RSS-1400-1 RSS1400-4

測定仕様

チャンネル数 1 4 1 4

加圧範囲
1 kg ～ 100 kg

（0.18 MPa @ 60 mm × 90 mmラミネートセル、3.1 MPa @ φ20 mmコインセル治具） 

加圧確度 0.3 kg（±0.3％FSR）

厚み測定範囲 0～5 mm

厚み変位測定確度 ±1 µm ±0.1 µm

セルサイズ
～90 mm × 60 mm（ラミネートセル）

～φ22 mm（コインセル）

ユーティリティ仕様

入力電圧 単相100 V / 200 V

電源容量 80 W 400 W 80 W 400 W

外形寸法
W×H×D（mm）

600×850×400 1000×1650×700 600×850×400 1000×1650×700

装置重量 100 kg 450 kg 100 kg 450 kg



測定事例

ポテンショスタットと組み合わせることで1サイクル中のセルの膨張挙動を評価可能

◆ 異なる負極表面処理による膨張挙動の比較（モデルコインセルによる測定） 

電子顕微鏡観察による充放電前後の負極厚み変化

In situ測定により低レートでの初期充放電の途中まではAサンプルに比べてBサンプルの膨張幅が大きいこと、

満充電時の厚み変化幅や比較的高レートな充放電サイクル時の不可逆的な厚み変化幅はBサンプルの方が大きい

ことが測定できました。

コインセル治具を用いることで充放電にサイクルに伴う厚み変化を測定することができました。

この結果はTEMと同様の傾向を示しました。

◆ 表面処理の異なるSi/Cによる充放電時のセル膨張挙動の比較
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